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第一章 緒 言

結 核 免 疫 ノ成 立 二生菌 感 染 ラ以 テ スル ヤ、 或 ハ

死 菌 乃至 其 ノ製 剤 ラ用 ヒルヤ ノ問題 二關 シテ ハ

賀 否相 ノ{こスル ノ現 況 ニ ア リ。 生菌 感 染 テ以 テ比

較 的 明 カ ナ ル免疫 性 ラ動 物 二認 メ得 ル コ トハ、

既 二Koch以 來Krausu.Volk,R6mer,

且amburgerソ ノ他 多数 ノ學 者 二依 リテ實 詮 セ

ラ レ、就 中 、Calmett二 依 リテB.C.G.ノ 創 見 サ

ル ・ヤ、 弱 毒 生結 核 菌 テ以 テ セ ル免 疫 ノ優 秀 性

テ支持 セ ン ト 入ル モ ノ極 メ テ 多撒 二上 レ リ。 然

レ ドモ縦 令 弱,{裏タ リ トハ 云 へ 、 筍 モ 生菌 ラ用 フ

ル 以 上 毒 力 復 蹄 ノ憂 全 ク ナ キ能 ノ・ズ、 而 シテ死

菌 乃 至 種 々 ノ菌 製 剤 ラ支 持 スル モ ノ、 ソ ノ所 以

叉 舷 二存 セ リ。 唯憾 ラク ノ・死 菌 二依 リテ成 立 人

可 キ免 疫 力極 メ テ薄 弱 ナ ル ノ ー事 ニ シテ、 若 シ

之 ラ避 ケ ンガ爲 、 ソ ノ大 量 テ川 フル ニ至 レバ全

身虹 二 局所 二 及 ボ ス反 慮 張 キ ニ失 スル ノ不 利 テ

生ズ 可 シ。 サ レバ斯 カル訣 黙 ラ排 除 シ得 テ大 量

ノ死菌 テ可 及 的 無 反 鷹 二賦 與 シ、 以 テ強 力 ナ ル

免疫 ノ獲 現 テ求 ム ・・ ノ途 ア ラバ 、 ソ ノ利 盆 叉砂

シ トセ ズ。 而 シテ死 菌 免 疫 可 能 ラ唱 フル學 者 執

レモ之 が爲 二務 ムル塵 ア リ。 例 之 抗 酸 性脱却 結

核 菌 テ以 テ スル ガ如 ヤヘ ソ ノ ・ニ シテ、 而 シ

テ之 二關 スル文 獣 ・・實 二枚 墾 二逞 ア ラズ.今 ソ

ノ .、三 ラ塞 グ レ バDreyerノ 「ホ ル マ リ ン」

「ア セ トン」テ以 テ セ ル 「ワ クチ ン」
、Seiffertノ

「ナ ト。 ン」滴 汁 「ア セ トン」テ以 テ珂見脂 セ ル抗 元
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或 ハMc.Junkin拉 二Tullochノ 「オ レイ ン」

酸 ラ以 テ セ ・レ「オ レオ ワ クチ ン」ノ如 キハ乃 チ之

一 シテ、 ソ ノ他 遠 藤 氏 ノ油剤 、百瀬 氏 ノ「アル カ

リ」、 石瀞 氏 ノ硫 酸 、 税 所 氏 ノ濃 硫 酸、 有 馬 、青

t山氏 等 ノ「サボ ー ンJ等 二依 ル非 抗 酸 性 結 核 菌 二

依 リテ、 何 レモ動 物 二封 入ル ー程 度 ノ兎疫 元 性

チ諦 セ ラ レ タ リ。 「文 献 第 一 報 参 照)

余 ハ綴 二、 庭素 瓦 斯 ラ以 テ非 抗 酸 性 タ ラ シメ タ

ル人 型 結 核 菌F株 ラ用 ヒ、海狸 二封 シテ 「ツベ ル

ク リン」皮 内 反磨 陽 陞ナ ラ シム ル ニ成 功 ン、且 ソ

ノ際 本 菌 注 射 局所 二於 ケ ル反 慮 ハ加 熱 死 菌 二比

シテ遙 カ ニ輕微 ナ ル テ認 メ タ リ.

弦 二於 テ當 然 起 ル可 キ問題 ハ本菌 ガ生 菌 感 染 二

封 シ、 果 シテ如 何 ナ ル程 度 二抵 抗 力 テ與 へ得 可

キ ヤ ノ疑 問 ニ シテ、 即 チ余 ・・弦 二之 二關 シテ報

告 ス ル塵 ア ラ ン トス。

第二章 實験方法

(1)實 験 動物 。 膿 重300乃 至400瓦 ヲ有 ス,レ雄

・性 海 瞑 ラ使 用 シ、 豫 メ5倍 蕗 「ツベ ル ク リ ン」テ

以 テ皮 内反 慮 陰 性 ナ ル テ確 メ タ リ。 而 シテ封 照

獣 ト錐 モ 凡 テ免 疫 獣 ト同時 二飼 育 シ始 メ、 感染

試 験 テ同 時 二行 ヘ リ、 之 ガ爲 各 實 験 群 ノ頭 数 ガ

當 初 同一 ナ リ シニ不 拘 、 實 験 開 始 時 既 二不 同 ト

ナ リ タルハ、 止 ム テ得 ズ トハ云 へ、 甚 ダ遺憾 ト

スo

(2)晃 疫 元 。

(A)臭 素 作 用 菌 。 人型F株 結 核 菌 ノ 「グ リセ リ

ン」肉汁 培 養1ケ 月 ノモ ノニ 臭 素 瓦斯 ラ1時 間

作 用 セ シ メテ得 タ ・・非 抗 酸 性結 核 死 菌 ニ シテ、

ソ ノ詳 細 ハ 第二 報 二詳 記 セ リ.

(B>加 熱 死 菌。 同 ヒ結 核菌 ラ1時 間100度 二熱

シタ ル モ ノ^

(C)B.C.G.細 菌 學 教 室 保 存 ノモ ノペ トラニ ヤ

ー 二氏 培 地3週 間培 養
。

(3)「 ッベ ル ク リ ン」反 慮 。 発 疫 開始 後30日 即

チ試 験 感 染 時 二之 テ検 索 ス。 ソ ノ判 定 ハ 第二 報

詳 記 ノ標 準 二從 ヘ リ。

(4)試 験 感染 法 。 同一一A動物皮 下 二逓 減 的 二部 位

テ異 ニ シテ注 射 スル ケ法 テ用 ヒ、即 弘 重 、 仲 田、

佐 藤 、 今 村 、 諸 氏 一依 リテ慮 用 セ ラ レタル ガ如

ク同 一海 瞑 ノ腹 部皮 下 二生菌 百分1竜 ヨ リ千萬

分1彪 迄10分1倍 ノ差 ラ以 テ6ケ 所 二注 射 シ、

該 部 二生 ジタル病 攣 拉 二局所 淋 巴腺 ノ腫 脹 等 ヲ

感染 経 過 二從 ヒ観 察 セ リ、 此 ノ際 感 染 二用 ヒタ

ル菌 株 ハ 同 ジク人 型F株 結 核 菌 ナ リ トス
。 注 射

ノ 順 位 ハ右 側 腹部 ニハ 上 ヨ リ千分1、 百分1、

萬 分1延 ノ順 二、左 側腹 部 一一ノ・上 ヨ リ千 萬 分1、

百 萬分1、 十 萬 分1延 ノ順 二夫 々適 當 ノ距 離 ラ

以 テ3ケ 所 宛 感 染 セ リ。

(5)観 察 ハ 感染 初 期 ニ ハ毎 日、 爾後 ハ4日 乃 至

1週 間 ノ間 隔 ラ措 キ テ之 テ行 ヒ、 主 ト シテ注 射

局所 ノ褒 赤程 度、 硬 結 ノ大 小、 膿瘍 、 潰瘍 形 成

拉 二治 癒 二赴 ク速 度等 テ標 準 トシテ封 照 ト比 較

シ、早 期 反 鷹 、 不 感 性 ノ有 無 、 ソ ノ他 局所 免 疫

性 ノ有 無 テ先 ヅ刹 定 セ リ。 次 デ 感 染58日 目 二

於 テ、試 獣 テ凡 テ同 時 二屠殺 シ、 淋 巴腺 、 及 内

臓 ノ攣 化 テ肉 眼 的、 組 織學 的 二検 索 シテ最 後 ノ

判 定 テ下 セ リ。

組 織 標 本 ハ 主 トシテ 「ヘ マ トキ シ リ ン ・エ オ ヂ

ン」染 色 二依 リ タ レ ドモ、 必 要 二鷹 ジテハ之 二

「フ ン ・ギー ソ ン」弾 力繊 維 染 色
、 或 ハ 「アザ ン」

染 色等 井加 味 ス。

表 ノ読 明

(1)「 ッベル 〃 リソ」皮 内反慮。第 二報記述 ノ規準 二

從 フ。

(2)生 菌皮下注射局所病攣。

(±)米 粒以下、(十)約 米粒大以上小豆大迄、(朴)約 小

豆大以上大 豆大迄、(柵)約 大 豆大以上、(冊)約鶉 豆大

以上 ノ夫 々硬結乃 至膿瘍 ヲ示ス。(k)ノ ・痂皮、(f)ノ・

痩 孔・(ul)ノ・潰瘍、(s)・ ・僅 二鱗 屑 ヲ附著 シ或 ・・痕跡

ヲ遣 シテ治癒 セルモ ノヲ示ス。・

(3)淋 巴腺。

病攣 ノ記載 ハ(2)二 準 ズ。術(c)ノ ・肉眼的 二淋 巴腺 内

全膣 ガ高度 ノ乾酪墜性 二隅 レル モ ノ、(cノ)ハ之 ガー部

二限局 セルモ ノ、(1)ノ ・硬 キ浸潤 ヲ享 クル モ、未 ダ乾

酪化 二至 ラザル モ ノヲ意 味ス。淋 巴腺 ノ名樗 ・・小 山、
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坂 本 雨 氏 ・命 名 ヲ参 酌 シ、ソ ノ中 一 見 容 易 二局 所 關 係

ノ了解 ヲ得 可 キ名 構 ヲ選 ピ タ リ。誤 解 ヲ避 〃ル 爲 次 二

之 ヲ列 記 ス 。.

(イ)淺 鼠 瞑 淋 巴腺(Lgll.inguinaIessuperficiales)(坂

本 、森 於 兎)=膝 鐡 裂 淋 巴 腺(小 山)(Kniefalten-lymp・

hdrtisen)

(ロ)深 鼠 瞑 淋 巴 腺(坂 本)(Lgll.inguinalesprofundae)

=股 淋 巴 腺(小 山)(LglLfemorales)

(・・)腋窩 背 側 淋 巴腺 或 ・・胸 背 動 脈 淋 巴腺(坂 本)(Lgll・

axillaresart.thoracodorsales)=後 肩E甲骨 淋 巴腺(小

山)(Lgll.scapularesposteriores)

(二)固 有 腋 窩 淋 巴腺(坂 本)(Lgl1.axillarespropriae)

=腋 窩 淋 巴 腺(小 山)(Lgll.axillares)

(ホ)上 深 頸 淋 巴 腺(小ll」)(Lgll.cervicalesprofundae

superiores)=頭 部 深 頸 淋 巴 腺(坂 本)(Lgll.cerv・prof・

craniales)

(へ)薦 骨 淋 巴 腺(小 山)(Lgll.sacrales)=腰 大 動 脈 分

岐 淋 巴腺(坂 本)(Lgll.bifurcationisaortaelumbalis)

(b)下 腰 部 淋 巴腺(小 山)(LglLlumbalesinf・)=腸 骨

淋 巴腺(坂 本)(Lgll.iliacae),1'9覧 ・・尾 部 腰 大 動 脈 淋 巴腺

(Lg1Llumb.aorticaecaudales)?〕

(チ)上 腰 部 淋 巴 腺(Lgll.lumb・sup・)=腎 臓 部 淋 巴 腺

(小 山)(Lgll.renales)=腎 動 脈 淋 巴腺 及 尾 部 腰 大 動 脈

淋 巴 腺(坂 本)(Lgl1.art.renalesetLglLlumb・aort・

craniales)

(リ)氣 管 氣 管 枝 淋 巴 腺(坂 本)(Lgll.tracheobronchia・

1es)==氣 管 淋 巴腺(小 山)(Lgl1 .bronchiales)

(ヌ)腸 間 膜 淋 巴腺(小 山)(LglLmesentericae)=部 腸

間 膜 淋 巴腺(坂 本)(Lgll.mesent・craniales)=総 腸 問

膜 淋 巴腺(河 村)(Lgi1・mesent.comm)

(ル)肝 門 淋 巴腺(Lgll.venaeportae)=肝 淋 巴 腺(坂 本)

(Lgll.hepaticae)

(ヲ)前 上縦 隔 蜜 淋 巴腺(小 山)(Lgll・mediast・ant・sup・)

=無 名静 脈 角淋 巴腺(坂 本XLgllanguliv.anonymae)

(4)肺 、 肝 、 脾 臓 二於 テ ノ・、結 節 ノ多寡 ソ ノ他 肉 眼 的

蚊 二病 理 組 織 的病 攣 ヨ リ綜 合 列 噺 セル 結 果 之 ヲ(一)

(±)(十)(±t)(骨)(世)(柵)(世)k冊)(柵)等 ノ各 階 程

二分 テ リ。

就 中組 織 的検 索 二際 シテ ・・、各 臓 器 ヨ リ肉 眼 的 二病 攣

最 モ輕 度 ナ ル部 及 最 高 度 ナ ル 部 ノニ部 分 ヲ夫 々可 及

的 廣 汎 二切 除 セ シモ/一 シテ、雨 者 ノ結 果 ヲ相 照 撫 シ

テ 最 後 ノ判 定 ヲ下 セ リ。蓋 シ斯 ハ等 シ〃 同一一臓 器 二於

テモ部 位 ヲ異 ニスル ニ從 ヒ、壇殖、破壊 ノ攣 化混頓 ト

シテ相錯綜 シ或 ハ全 〃相反スル コ トス ラナ キ能 ハ ズ・

而モ斯 ノ如 キニ至 レバ、軍 二蔓然一部 ノ組織 的所見 ノ

ミヲ以 テ全般 ヲ律 スル ノ誤差著 シキ ヲ免ル ・能 ノ・ザ

レバ ナ リ。而 シテ余 ハ左 ノ如 ク之 ヲ大 別 シテ剃定標準

トセ リ。

(1)肺 臓 。

(A)全 肺殆 ソ ド健常 ニ シテ充血及極 メ テ 輕度 ナル血 一

管 周園炎性 細胞浸潤 ヲ散見 スル ニ止 マ リ、肺 胞 中隔 ノ・・

稀 二輕度 ノ肥厚 アル ヲ認 ム。氣管枝腔及肺胞 腔 ハ時 二

披 張 ヲ來セ トモ、氣 管枝周園炎性細胞浸潤 ・・殆 ソ ド存

在 セ ズ、氣 管枝 粘膜 ノ破壌、塘殖亦認 ムル能 ・・フご。

(B)血 管周園炎性細胞浸潤 ノ・一般 二 稽 く高度 ニシテ ー

球形 ヲ帯 ブル モ ノ多 ク、且肺胞 中隔 二波及 シテ、 ソノ『

浸潤 、肥厚 ヲ來 セ リ。之 が爲肺胞腔 ノ狭 小 トナ レルモー

ノモ存在 ス。加之少数 ノ輕度 ナル小氣 管枝 肺炎竃 ヲ散'

獲 シ、肺胞腔 及氣管枝腔 ・・振張 シテ、ソノ中二寝 出悔

細胞 ヲ容 ル ・モ ノア リ。時 トシテノ・更 二之 が氣管枝周

園 二迄波及 セル ヲ認 ム。

(C)血 菅周園炎性細 胞寝潤高度 ニ シテ球形 ヲ帯 ビ、孤

立或 ハ集籏 シテ 結節 ヲ作 リ且所 々二細胞 性乃至漿液

性 氣管枝肺 炎 ノ像 ヲ散生 セ リ。氣 管枝 粘膜 ・・時 二破壊

ヲ被 リ、肺胞 中隔 ・・前者 二比 ジ細胞浸潤 更 二高度 トナ

リ氣 管枝 周園 二迄及 プモ ノモ診 カラズ。之 が爲、肺胞

二・・時 二無氣 肺状 トナ レル部存 ス。

(D)雀 血拉 二 血管周園炎性細胞浸潤 バー般 二 甚 ダ高

度 ニシテ 上皮標 細胞 多数混 在 シテ 既 二初期結節 ノ像

ヲ呈 ス。 然 レドモ未 ダ壊死 二隅ル コ トナ ノ。廣狭 不同

ノ氣 管枝 肺炎竈ノ・交錯 シテ地圏状 ヲ呈 シ、振張 セル肺

胞及氣 管枝 腔内 二・・細胞性或 ハ 漿液性 乃至漿液繊維

素性寝 出物 ヲ容 ル。氣 管技周園炎性細胞浸 潤叉…著明ニ

シテ、氣 管枝 粘膜 モ亦所 々二破壌 ヲ被 ル。

(E)血 管周 園炎性 細胞寝潤 が 焚育 シテ 途 二結核結節

トナ レルモ ノ多数 二認 メラ レ、而モ該結 節及 高度 ナル
　

氣管枝 肺炎竈内 ニハ既 二所 々二乾酪攣性 ヲ招來 セ リ。

中隔肥厚及 氣管枝 周園炎性細胞寝潤 ハ叉極 メテ 高度

ニ シテ、 肺胞 ・・殆 ソ ド全 ク無氣肺状 ヲ呈 勺 リ。

(2)肝 臓。

(A)一 般 二禮 血著 シ〃n'リ ソソ氏鞘、 中心脈管、葉問 ・

静 脈等 ノ周園 ニハ炎性細胞浸潤 ア レ ドモ、一般 二輕度

ニシテ・ 未 ダ定型的結核結節 ヲ作〃 二至 ラ ズ
、膿管周

園細胞寝潤 ・・無 キ 力或 ・極 メテ輕度 ナ リ澗 質結締織
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肥 厚、謄管上被細胞培殖 等 ハ未 ダ著明ナ ラズ。

(B)上 記細胞浸潤 ハ更 二高度 トナ リ、既 二定型 的結 核

結 節 ヲ作 し・ルモ ノ各所 二散在 ス。脆管周園ニモ中等 度

ノ細胞浸潤 ア リ。但 シ未 ダ乾酪愛性 ヲ認 メズ。

(C)大 小不 同多藪 ノ結節島嗅状 二散在 シ、各所 二乾酪 ・

攣性 ヲ招來 セ リ。爾除 ノ部 二於 テモ、血 管乃 至謄管周

:園胞 細浸潤高 度ニ ンテ、且一部 ニノ・間質結締織 ノ肥 厚

モ顯著 二認 メラル。 尚空胞状肝細胞 モ 甚 ダ 多数 二有

セ リn

(D)上 記 ノ墜化一層高度 トナ リ、殆 ンド結節/ミ ヲ以

テ充 サ レ.且 、乾酪攣 性 ノ傾 向更二顯 著ナルモ ノ.

(3)脾 臓 。

(A)淋 巴 濾胞 ・・腫 大増 殖 ヲ示 シテ、髄 質 ト ノ境 界不 鮮

明 トナ レ ドモ、 未 ダ定 型 的 結 節 ヲ作 ラ フご。濾 胞 或 ノ・静

脈 竈 内被 細 胞 内 二 ・・、所 々上 皮 細 胞 ノ新 生培 殖 ヲ認 メ

テ初 期結 核性 攣 化 ノ像 ヲ呈 セ リ。爾 静 脈 資 ノ・一 般 二据

張 著 シ ク明 二禮 血 ヲ認 メ ラル 。

(B)大 小 不 同 多 数 ノ上 皮襟 細 胞 結 節 散在 シ、甚 シキ ノ・

實 質 ノ大 部 ヲ占領 ス。 …部 二・・爾 濾胞 ノ肥 大 、増 殖 ヲ

高 度 二認 メ ラル ・モ ノ多 シ。

(C)結 核 結 節塘 大 シ、 中心 二乾 酪 攣 性 著 明 ナ ル モ ノn

静 脈寳 二●ノ・高 度 ノ鷺 血 ヲ示 セ リ。

第三章 實験成績

本 實 験 二於 テ ハ 処素 作用 菌 及加 熱 死菌 ノた 々同

量皮 下接 種 冤疫 群 テ 設 ケ、 同時 一=-B.C.G.1薩

皮 下 接 種群 拉 二非 兎疫 群 テモ設 ケテ是 等 相 互 ノ

比 較 ラ行 ヘ リ.

臭 素 作 用 菌 晃疫 群 ハ更 二之 テ三 群 二分 チ、 た々

1延 、1-2堰 、1-2-4竜 テ左 右 「腹部 皮 下 二

交 互 二4日 ノ間 隔 ラ以 テ注 射 λ。 加熱 死 菌晃 疫

群 モ亦 之 二準 ゼ リ。從 ツテ全 群 ハ8群 二分 タル。

月 下其 ノ成 績 ラ述 ブ ル ニ當 リ、 記 述 ノ錯 綜 テ避

ケ ンガ爲 、先 ヅ臭 素 作 川菌 免 疫 群 相 互 及 ビ之 ト

無 庭 置 非 発 疫群 拉 二B.C.G.免 疫 群 トラ比 較 シ、

次 デ前 者 卜加 熱 死 菌 ノ夫 々 同量 免 疫 群 ト ノ比 較

身行 ヒ、 最 後 二全群 相互 ノ優 劣 身比 較 考 察 スル

コ ト トス。

第 一 節

莫 素作 用 菌 免疫 群 ガ無 塵 置 非晃 疫 群 二比 シテ如

何 二卓 越 セ ・しヤ、 或'・弱 毒 生菌 冤疫 群 二比 シテ

劣 ル塵 ナ キヤ否 ヤ、 本 節 二於 テ ・・、 是 等 ノ鮎 二

就 キ比 較 考究 ラ試 ム可 シ。

而 シテ非免 疫 群 ニ ハ混 色 扇 冥9頭3使 川 シ、 又

弱 毒 生菌 冤 疫 群 ト シテ ・・B.C.G.1廷 皮 下 接 種

海瞑6頭 ラ宛 テ タ リ。

fo5言已載 ノ便宜 上、 本 節 一於 テ ハ 処素 作 川 菌 ノ1

彪 、1-一一2119、及1-2-4延 発疫 群 テlt〈7第 一一b

第二 、第 三群 トシ、B.C.G.1廷 発疫 群 テ第 四群 、

非 免 疫 群 テ第 五群 ト名 付 ク ル コ ト トナ へ。

第 一 項 禮 重(第8表)

實 験 開 始 時 ヨ リ感 染 二至 ル迄 ノ膿 重増 加 ノ・各 群

二大 差 ナ ケ レ ドモ、 感 染 後 剖 見 時 二亙 ル禮 重 ノ

攣 動 一ハ著 差 ア リテ、 就 中、 第 四 群 ノ如 キノ・卒

均 盟 重 ガ第 五 群 二比 シ テ 實 二86.9瓦 ノ檜 加 ラ

示 セ リ。 其 ノ他 第 一、 二、 三 群 何 レモ、 第 五群

二比 シ檜 加 率 稲 ミ高 シ
。 實 験 始 終 チ亙 ル膿 重攣

動 二於 テモ亦 同 檬 ノ關 係 ラ示 セ リ。

第'、 一二、 三群 相互 間 ノ差 違 二就 テ ハ感 染 期 間

中或 ハ實 験 始 終 二亙 リ テ、 共 二第 三 群 ノ増 加 率

最 モ高 久 第 二 、 三 群 ノ順 二之 ∴從 ヘ リ。

第 二 項 感 染 局所 所 見(第1、2、3、4表!

(1)第 一 群 。 感 染2日 後 既 二千 分1及 萬 分1竜

感 染 局所 二病憂 ラ呈 シタ ・しモ ノ各 々1頭 テ算 ス

レ ドモ、 非 晃疫 群 二於 テ ハ百 分1憩 、i㍉所 ノ ミニ

1ヒマ レリ。9日 目 二於 テ モ、 百 分1及 千分1睡

感 染 局所 病 攣 ノ・共 二第 一 群 二高 度 ナ リ。

乃 チ第 一群 ノ大 量 感 染 部 位 二於 ケ ル早 期 反 慮 ハ

封 照 タ ル非免 疫 群 二比 較 シテ梢k陽 性 ナ リ。 然

レ ドモ決 シテ顯 著 ナ ノ!モ ノニ非 ズ
。 而 シテ微 量

感 染 部 二於 ケル不 感 性 ・・之 テ認 メそ尋ザ ル ナ リ。

《2)第 二群 。 大 量 感 染部 位 二於 ケ ル早 期 反 慮 ハ

陰 性 ナ レ ドモ、感 染2週 以後 剖 検 時 二至 ル該 大 量
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第1表
免 疫 元 臭 素 作 用 菌1mg皮 下 加熱死 菌1mg皮 下
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第3表
免 疫 元 臭素作用菌1-2-4mg皮 下 加 熱死菌1-2-4mg皮 下
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第4表
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感 染 部 ノ病 攣 ノ・第 五 群 二比 シ著 明 二輕 微 ナ リ。

然 レ ドモ、 微 量 感 染 部 不 感 性 二至 リテ ハ明 確 二

之 テ認 メ得 ズ。

(3)第 三 群 。 大 量 感 染 部 二於 ケル早 期 反 慮 ハ秀

レテ著 明 ナ ラザ レ ドモ、 微 量感 染 部 二於 ケ ル不

感 性 ・・認 メ ラ ソ、 殊 二本 群 ニ テノ・剖検 時迄 二百

萬 分1薩 以 下 二病 攣 テ示 セ ルモ ノ1頭 二過 ギ ザ

ル ニ反 シ、 非 免 疫 群 二於 テハ7頭 テ算 セ リ。 ソ

ノ他2週 以後 大 量 感 染 部 二於 ケル病 攣 モ 、本 第

三 群 二遙 二輕 度 二経 過 ス。

(4)臭 素 作 用 菌 免 疫 群 相 互 テ比 較 ス ・・一=、感 染

早 期 憂 化 ニ ハ各 群 ノ間 二大 差 ナ ヶ レ ドモ 、後 期

帥2週 以 後 二於 テノ、第 三 群 ノ病 愛 最 モ輕 度 ニ シ

テ、 微 量 感 染 部 不 感 性 モ亦 該 群 二最 モ顯 著 二表

ノ、ノレo

(5)第 四群。早期反癒、不感性、共 二第五群 二

比 シテ著明ナリ。次デ之 ヲ第三群 ト比 スルニ、

早期反慮陽性度ニノ、著 シキ差異ナケレドモ、之

二反 シテ、感染後期 ノ局所病攣ノ・第四群 二輕微

二経過 シ、就中微量感染部不感性 ハ ・暦 ソノ差

著明ナリ。

第三項 近接淋巴腺所兄(感染維過中)

(第11表)

(1)感,染15日 後所見。右側大lll=感染部側 ノ愛

化 ハ腋窩及淺鼠践雨淋巴腺共 二 各群 二大差 ナ

シ。左側微量感染部側 ノ中、腋窩淋巴腺 二於 テ

ノ・臭素作用菌免疫群 二比 シテ非免疫群 ノ愛化著

明二大ナ リ。然 レドモ淺鼠践淋巴腺 二於 テノ・各

群 二大差ナク、唯第1群 ノミ輕度ナリ.術 第四

五雨群間一ハ全淋巴腺 二亙 リテ殆 ド差違 ナシ。

(2)感 染30日 後所見。 右側淋巴腺一テ・・、第1

群 ノ高度ナル攣化及第四群 ノ最輕微 ナル愛化注

目セ ラル、左側腋窩淋巴腺ニテモ同様iノ關係 ア

リ。爾近接全淋巴腺 テ通 ジ、第四群 ハ愛化著明

二少 ク、臭素作用菌免疫群中一テハ第三群 ノ攣

化最輕微ナ リ。

第四項 剖検時淋巴腺所見(第5、6表)

(1)局 所近接淋巴腺、(淺 、深、鼠践及背側、固

有腋窩淋巴腺)

(A)第 五 群 ト ノ比 較 。 第一一i、第 三 雨群 ハ殆 ン ド

著 差 テ有 セズ。 第二 群 モ略 ≧同様 ナ レ ドモ・ 唯

左 側 雨 鼠 践 淋 巴腺 ノ病 攣 梢 く著 シ。

(B)第 四 群 トノ比 較 。 第 一 、二 、三群 及 第 五 群 ノ

何 レニ比 スル モ、第 四群 ノ攣 化概 シテ輕 微 ナ リ。

(C♪ 臭 素 作 用 菌 免 疫 群 相 互 ノ比 較 二於 テ ノ'・一

般 二大 差 ナ ヶ レ ドモ、 僅 二第 一群 ノ攣 化 梢{強

キ ラ認 メ得 。

(2)遠 隔淋 巴腺 。

(A)第 五群 トノ比 較 。

(イ)第 一・群 。 特 二氣 管 、 氣 管 枝 、 薦 骨 淋 巴腺 等

ノ愛 化 ガ第五 群 二強 キ以 外 、 一 般 ニ ノ・輕 度 ノ差

ア ル ノ ミ。

(ロ)第 二 群。 特 二氣 管 、 氣 管 枝 、 前 上 縦 隔 賓 、

薦 骨 淋 巴 腺 等 ノ・第五 群 ノ憂 化 強 ケ レ ドモ、 一 般

一 ・輕 度 ノ差 アル ノ ミ。

(ハ)第 三群。 同 ヒノ關 係 認 メ う ・し・モ、 ソ ノ差

愈 々砂 シ。

(B)第 四群 トノ比 較 。 各 群 共 二第 四群 二比 シ攣

化 著 明 二張 シ。

(C)臭 素作 用 菌 発 疫 群 相 互 ノ間 ニ ノ・著 シキ差 違

テ認 メズ。

第 五 項 剖検 時 内臓 所 見。(第5、6表 ノ

(1)第 五 群 トノ比 較。 第 一 一=群 何 レモ、 内

臓 ノ病 愛 ・・第五 群 ヨ リ輕 微 ニ シテ脾 臓 ノZF均 重

量 及大 サ 叉然 リ。 第 四 群 二於 テ ハ這 般 ノ關 係 最

顯 著 二現 ハ ル。

(2)第 四 群 ト ノ比 較 。 第 一 、二 、三群 ノ呈 ス ル 内

臓 病 攣 ハ第 四群 ノ夫 一比 シ、 極 メ テ著 明 二高 度
■

ナ リ。

(3)臭 素作用菌発疫群相互 ノ比較。第一、 第三

雨群 ノ間 二・・殆 ンド差違 ナ久 第:群羊ハ是等雨

群 二比 シテ肝臓 ノ病攣梢 弼墨ケしドモ脾臓 二於

テハ全 ク相反 シ、結局内臓全膿 トシテハ雨群 ノ

病攣 ト著差 チ生ゼズ。

(小括)

(1)膣 重。臭素作用菌発疫群 ノ・無慮置群 二比

シ・感染後龍重壇力陣 拉 二實験始終二亙 ・噌 加

卒共 二梢 ≧高 シ。 就中第三群最モ優 レ ドモ
、
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B.C.G.免 疫 群 ニ ハ遙 一及 バ ズ。

(2)感 染皮 膚 局所 所 見。 早 期 反 庭iハ第一 第三 群

二輕 微 二陽 性 ナ リ シニ過 ギザ レ ドモ、 大 量感 染

部 二於 ケル病 慶 か 日 テ追 フ ニ從 ヒテ、 非 免 疫 群

二著 明 二高 度 トナ リ、就 中 第 三群 ハ微tl:=感染 部

二明 ナ ル不 感 性 ラ呈 セ リ.B.C.G.免 疫 群 ハ 早

期 反 慮 不 感 性 共 二臭 素 作 用菌 免 疫 群 ヨ リ著 明 二

現 ハ ル。

(3)近 接 淋 巴腺 所 見 。 感 染経 過 中、1泣 二剖 検 時

所 見共 二臭 素 作 用 菌 免 疫群 ト非 免疫 群 ト ノ間 一

ハ著 差 ナ ク、 而 シテB.C.G.免 疫 群 ノ病 髪 最 モ

輕 微 ナ リ。 臭 素 作 用 菌 発疫 群 中 一 テ ・・第 …群 ノ

攣 化 稽 ≧大 ナ リ。

(4)剖 検 所 見。

(イ)遠 隔 淋 巴腺 。 臭 素 作 用菌 見 疫 群 二比 シ非 免

疫 群 ノ病 漿 梢 ヒ高 度 ナ リ。 臭 素作 用菌 見 疫 群 相

互 ノ間 ・;一一一一ハ大 差 ナ シ。 而 シテB・C・G・ 冤 疫 群 ハ

他 ノ何 レヨ リモ病 攣 紗 シ。

(ロ)内 臓 所 見。 内臓 二於 テ モ(イ)ト 全 ク同檬 ノ

關係 テ認 ム。 以 上 テ要 スル ニ、 臭 素作 用菌 発 疫

群 ハ之 テ非 冤 疫 群 ト比 ス レバ生菌 感 染 二封 ス ル

抵 抗 力優 レリ ト構 シ得 可 シ。 然 レ ドモ之 テ以 テ

著 シキ張 力 ナ ル免 疫 力 ノ 嚢 現 テ 期 待 ス ル テ得

ズ。 而 シテ之 ラB.C.G.免 疫 群 一:・比 ス レバ該 免

疫 賦 與 力著 明 二劣 レ リ。

第 二 節

前節二於 テ臭素作用菌免疫群 ハ非免疫群 一比

シ、 ソ ノ生菌感染二封スル抵抗力稽 為優ルモ ノ

アルラ認 メタリシヲ以テ、進 ンデ該臭素作用菌

ガ加熱死菌二封 スル優劣 ラ比較考究 シ、一面之

二依 リテ結核菌抗酸性ノ有無 ガ該免疫賦與力則

如何ナル關係テ有 スルヤヲ窺ハ ントス。

尚記載 ノ便宜上、前節 ト重複 ノ嫌 アレドモ、各

免疫群 テ夫々免疫菌量二從 ヒテ分 チソノ各 々一

就 キテ観察 テ下スコトトセリ.

(其ノー)1涯 免疫群

臭素作用菌、加熱死菌 ノ雨免疫元 テ夫々生理的

食盤水 テ以テ10q2瑳 ノ乳剤 トナシ、其0.5cc

即チ1瑳 テ右側下腹部皮下二注射 ス。而 シテ前

者ハ10頭 、後者ハ7頭 ノ混色雄性海狽 ヨリ成 リ

之 テ夫々第一、第二群 トス可 シ。實験中第二群

二感染前1頭 、感染後1頭 、第一群 二感染後3

頭 ノ発死獣 アリ。感染後58日 以前 二死 セル是

等 ノ試獣ハ生菌皮下注射局所病攣観察 ノ爆考二

止メ、剖検所見ハ成績判定二参入セズ。

第一項 「ツベルクリンアレルギー」

第一群僅二1頭 弱陽性ナルニ反 シ、第二群ハ中

等度陽性3頭 弱陽性1頭 ノ多数 二上 レリ。

第二項 膿重(第8表)

免疫操作施行後感染二至ル間二於 テハ第一群 ノ

檜 加 度 大 先ル ご反 シ、 感,染後 剖検 時迄 二於 テ ハ

却 テ第 二群 ノ檜 加 度 張 シ。 斯 ハ 加 熱 死 菌 ガ毒 性

強 キ 爲、 之 ガ注 射 テ受 ケ タ ル試 獣 ハ臭 素作 用 菌

注 射群 二比 シテ罷 重檜 加 テ抑 制 セ ラル レ ドモ、

結 核 感 染後 二於 テノ・、 該 免 疫 賦 與 力 強 キ ガ爲 、

反 封 二前 者 ノ増 加 卒 大 トナル ニ非 ル ヤ、 之 二關

シテハ1Er・大 辛1}注射 群 二於 テ比 較 ヲ行 フ コ ト ト

スo

第三項 生菌皮下注射局所所見(第1表)

生菌注射後2日 目ノ所見二於 テハ第二群 ノ攣化

強 ク早期反慮租 ミ陽性ナリQ反 之2週 目以後 二

於 テ・・却テ第一群 二慶化稽 賜星久 此 ノ關係 ハ

剖検時迄持緬 セリ。但 シソノ差ハ顯著ナルモ ノ

ニ非ズ。

第四項 近接淋巴腺所見(第11表)

感染後15日 目所見。右側大量感染側二於 テ ハ

第一群 ノ愛化強 ク、左側微量感染側二於 テハ之

一反 ス。

感染後30日 目ニアリテノ・、全近接淋巴腺蓋 ク第

一群 二憂化強 シ。然 ルニ剖検時二至 レバ雨群 二

殆 ンド差異 テ生 ぜズ。

第五項 剖検所見(第6、7表}

(1)遠 隔淋巴腺。肝門、上深頸淋巴腺等 ・・却 テ

第一群 二病憂輕度ナ レドモ、全般 二亙 リテ観察
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セバ雨群 二大 差 ナ シ。

〈2)内 臓 所 見。 第一 群 ノ攣 化 高 度 一 シテ、脾 臓 、

'肝臓 二於 テ殊 二顯 著 ナ ル差 違 ラ認 メ ラル
。

(小括)

以 上 テ要 スル ニ「ツ」反 鷹 ノ奨 現 力 二於 テ モ生菌

感 染 二封 スル抵 抗 力 二於 テ モ臭 素作 用菌1延 晃

疫 群 ハ加熱 死 菌 冠免 疫群 二比 シ明 カ ニ劣 レ リ。

(其 ノニ)1-2廷 免 疫 群

臭 素 作 用菌1-2竈(間 隔4日)発 疫 群 テ第 一群 、

加 熱 死 菌 同量 発 疫 群 テ第 二群 トス.各 群 共==7

頭Z混 色 雄 性 海 猿 ヨ リ成 レ リ。 然 ル ニ實 験 中 第

一一群 二3頭 ノ艶 死 テ見
、夫 々免 疫 終 了後3日 、8

臥12日 目 二死 亡 セ リ。 剖検 ス ルニ2頭 ノ・「コ ク

シ ジウ ム」一冒 サ し、1頭 ノ・腹 腔 内 一 多量 ノ出

血 ア リ。 乃 チ何 レモ免 疫 元 注 射 二基 ク直接 ノ死

因 テ認 メ ズ。 第 二群 二於 テ ハ感 染 後11日 及24

日 目 二夫 々1頭 宛 ノ艶 死 獣 ア リテ、 剖検 上肝 、

脾 臓 二結 核 病 攣 テ認 メ タ レ ドモ、 之 ガ直 接 死 因

タ リ シヤ ハ疑 問 ナ リ。 因 ヨ リ是 等 ノ艶 死 獣 ・・成

績 判 定 二關 與 セ ズ。

第 一 項 「ツベ ル ク リ ン ア レル ギー」

晃 疫 元 接 種 後30日 目 ノ「ツ」反 慮 ハ 第 一群 凡 テ

倹 性、 之 二反 シ第 二群 ハ 中 等 度 陽性3頭 、 弱 陽

性1頭 テ有 ス。

第 二 項 禮 重(第8表 ♪

免 疫 開 始 ヨ リ感 染 時 迄 拉 二感 染 ヨ リ剖検 時迄 ノ

檜加 卒 ハ何 レモ雨 群 二殆 ン ド差 ナ ク、 先 二第

項 二記 述 セ シガ如 キ所 見 ハ認 ムノし能 ハ ズ.

第 三項 感 染 局所 所 見(第2表)

感 染 早 期 ノ攣 化 ニハ雨 群 二差 違 ナ シ。2週 後 一

於 テ第 一群 ハ+萬 分 竜 局所 二攣 化 アノ・モ ノ2

頭 テ有 ス レ ドモ、 第 二群 ハ有 セ ズ。 而 シテ以後

ノ病 攣 ハ大 量、 微lll:感染 部共 一、 常 二第二 群 二

梢 ヒ高 度 二縄 過 シ、 治 癒 速 度 モ緩 慢 ナ リ.

第 四 項 近 接 淋 巴腺 所 見(第11表)

感 染15日 目 二於 ケ ル所 見 ハ 雨群 二大 差 ナ ク
、30

日目 二於 テ ハ右 側 大 量 感 染 側 淋 巴 腺 ノ攣 化 ハ第

コ群 二強 久 左 側 微 量 感 染側 ニ テ モ腋 窩 背側 淋

・巴腺 ハ潅 二第二群 ノ攣 化 張 シ。 唯 左側 淺 鼠践 淋

巴腺 二於 テハ之 二反 シ第 一群 二攣 化 大 ナ リ。 剖

検 時 二於 テハ ー般 二第二 群 二梢 ≧病 憂 高 度 ナ ル

テ認 ム。

第五 項 剖 検 所 見(第5、7表/

(1)遠 隔 淋 巴 腺 。 氣 管 、 氣 管 枝,腸 間膜 、 前 上

縦 隔 賓 、 下腰 部等 ノ淋 巴 腺 ハ明 カ ニ第二 群 二攣

化 強 久 ソ ノ他 ノ淋 巴 腺 二於 テ モ、 一 般 二第二

群 ノ攣fヒ優 レ リ。

(2)内 臓 所 見。 之 一反 シ内臓 二於 テ ハ概 シテ第

二群 ノ愛 化輕 微 ニ シテ、 就 中、 肝 、 脾 臓 二於 テ

著 明 ノ差 ア リ。

(小括)

加 熱 死 菌 免 疫 群(1--2ne)ハ 「ツ」反 慮 陽性 轄 化

ラ示 スモ ノ多 キ ニ反 シ臭素 作 用菌 免 疫 群 ハ 同 量

テ以 テ 発疫 ス ル モ書 ク陰 性 二終 レ リ。 生 菌 感 染

二封 ス ・し抵 抗 力 二關 シテ ハ感染 局所 拉 二近 接 遠

隔 雨 淋 巴腺 等 ハ何 レモ加熱 死 菌 免疫 群 二憂 化 強

キ ニ不 拘、 内臓 所 見 ハ之 二相 反 セ リ。 而 シテ是

等 テ絡 括 スル時 ハ依 然 加 熱 死 菌 免 疫 群 ノ攣 化 高

度 ナ ル結 果 テ得 。 然 レ ドモ此 ノ際 加 熱 死 菌 免 疫

群 ニ ア リテ ハ、 結 核 菌 ノ禮 内撒 布 デ各 淋 巴腺 ニ

テ阻 止 セ ラ レ タル爲 、 之 ガ病 攣 彊 キ ニ不 拘 、 内

臓 病攣 ハ却 テ輕 度 トナ リタ ル モ ノ ト考 察 スル時

ハ、 鬼素作 用菌 免 疫 群 二斯 カ ル現 象 デ認 メザ ル

結 果 ト相 倹 ツテ 、或 ハ寧 ロ煽 熱 死 菌免 疫 群 ノ方

ガ、 ヨ リ大 ナ ル晃 疫 力 ラ有 スル ニ非 ル ヤ テ惟 ハ

シム ル モ ノ ア リ^

(其 ノ三)1--2-一 一4薩 免 疫 群

臭 素作 用 菌1-一一2--4119(間 隔 各4日)皮 下免 疫 海

狸9頭 テ第 一群 、加 熱 死 菌 同 量 免 疫 海 狽6頭a

第 二群 トナ ス。

實 験 中 雨群 二 各1頭 宛 ノ艶 死 駄 ア リテ、 夫 々感

染 後43rl及45日 二至 リテ死 亡 ス。 ソ ノ各臓 器

結 核 憂 化 ハ表 二記 ス ガ如 シ。 而 シテ是 等 ノ試 獣

ハ他 二比 シ10乃 至15日 早 期 二死 亡 セ ル爲 各 群

剖 検 成績 ノ判 定 ニ ハ關 與 セ シメザ リキ。

第 …項 「ツベ ル ク リ ンア レル ギー」

第 一群 二於 テ ハ中 等 度 陽 性3頭 、 弱 陽 性2頭 テ

認 メ第 一:群二於 テ ハ中等 度 陽 性1頭 、 弱 陽 性5
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頭テ認 メタリ。而 シテ「ツ」反慮陰性乃至(±)ノ

モ ノガ第一群ニハ爾2頭 宛存 スレドモ第二群 ニ

ハ1例 ダニナ シ。

第二項 膿重(第8表)

免疫開始 ヨリ感染時迄 ノZF均膣重檜加ニハ雨群

二大差ナク、感染後剖検時二互 ル夫 二於 テモ、

僅 二第二群二15瓦 多キニ過ギズ。更 二實験始終

二亙 リテハ大差ナク、之 ヨリセバ先二第一項二

於 テ加熱死菌ハ毒性強 キ爲該免疫群 二膿重檜加

卒小ナル可 シト推察 セシ所読ハ逡 一ソノ當 ラザ

ルラ知 ルナ リ。

第三項 生菌皮下注射局所所見(第3表)

感染後2日 目ノ所見ハ第二群 二憂化著明ナリ。

9日 目二於テモ、第二群 ニハ萬分…延注射局所

二4頭 、甚 シキハ十萬分一う匡局所 ニスラ1頭 ノ

憂化テ認 ノシニ不拘、第一群 ニハ萬分…延注射

局部 二病攣 テ生 ジタルモ ノ1頭 グニナシ。乃チ

第二群ハ第一群 二比 シ早期反慮著明ナリ。然ル

ニ斯 カル關係ハ9日 以後二至ルモ依然持緬 シ大

量感染部二於 ケル治癒速度ハ雨群異 ラザルカ、

或ハ寧 ロ第二群 ノ方ガ緩慢ナ リ。加之微量感染

部 ノ不感性ハ却テ第一群二強 キテ認 ラル。

第四項 近接淋巴腺所 見(第11表 ノ

感染15日 目二於テハ、雨群 二殆 ンド著差 ナク、

極 メテ輕度二第二群 ノ病攣優 レリ。感染30日 目

二於 テハ ソノ差梢 ヒ著明 トナリテ、第二群 ノ各

淋巴腺 二於 ケル病攣ハ第一群 二比 シ幾分高度ナ

レ共、剖検時 ニアリテハ雨群 二差違 テ認 メズ。

第五項 剖検所見(第5、7表)

(1)遠 隔淋巴腺。上深頸、上腰部、氣管、氣管

枝等 ノ淋巴腺 二於 テ著明ナル差 アル外、一般二

第一群 二攣化強 シ。

(2)内 臓所見。i蓋ク第一群 二攣化強 久 就中、

肺臓、脾臓 二於 テ顯著 二差違 アリ。脾臓大サ・

及重量 ノ如キ殊 二然 リトス。而 シテ内臓不感性

ノ傾向ラ有 スルモノ第2群 二多撒ナ リ.

(小括)

臭素作用菌1-一一2-4冠 皮下免疫二依 リ「ツ」反慮

陽性轄化 テ得可 キモ、毎常 ナラズ。加熱死菌同

量免疫 ニテ試駄凡テ之テ得タ リ。生菌感染二際

シテハ、臭素作用菌免疫群 二比 シ加熱死菌免疫

群ハ局所早期反慮著明ニシテ剖検時淋巴腺、内

臓 ノ所見二於 テモ後者 ノ病攣遙 二i妙シ。之二反

シ臭素作用菌免疫群ハ微量感染部乃至大量感染

部局所 ノ病攣ハ寧 ロ輕微 二経過セルニ不拘、而

モ剖検所見 ニテハ高度 ノ攣化 テ呈 セリ。即チ以

上 ノ所見ヨリセバb臭 素作用菌1-2-4雇 免疫

群ハ加熱死菌同量免疫群二比 シ之 ガ享 クル発疫

数果著明二劣,レト云ハザル可 カラズ。

第四章 線括及考按

以 上 ノ各 實 験 群 テ総 括 的 二観 察 セバ次 ノ如 シ。

第 一 項 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー」

(第12、13表)

臭 素 作 用 非抗 酸 陞結 核 菌 ニ テハ7廷 ノ大 量 ラ以

テ シテ初 メ テ 「ツ」反 慮 テ陽 性 ナ ラ シメ得 ル ニ反

シ、 同程 度 ノ「ツ」反 磨 陽 性 轄 化 ハ加 熱 死 菌3匙

ニ テ既 二獲 得 シ得 ラ レ、 且後 者 ハ ソ ノ1廷 皮 下

接 種 ニ テ モ、弱 度 乍 ラ「ツ」反 慮 テ登 現 シ得 ル ナ

リ。

B.C.G.1延 接 種 二依 リ テハ、明 カニ強 キ「ツ」反

慮 テ毎 常 獲 得 セ ラル。

第 二 項 禮 重(第8表)

免 疫 開 始 時 ヨ リ感 染 時 二至 ル膿 重 ノ壇 加 ニ ハ加

熱 死 菌1竈 免 疫 群 テ除 キ各 群 二大 差 ヲ認 メ ズ。

而 シテ何 故 二加 熱 死 菌1冠 免 疫 群 ノ ミ鴨 重 増 加

小 ナ ル ヤ ニ關 シテ ハ明 快 チ ル解 決 テ下 シ得 ザ ル

虜 トス。 之 二反 シ感 染 後 剖 検 時 二亙 ル禮 重 増 加

度 ニ ハ著 シキ相 違 ア リテ、 就 中臭 素作 用菌1彪

免 疫 群 二封 照非 免 疫 群 ノ檜 加 最 モ砂 ク、B.C.G.

免 疫 群 ノ曾 加 率 甚 シ ク大 ナ リ。此 ノ際B.C.G.免

疫 群 二於 ケ ル試 獣 ガ比 較 的 幼 若 ナ リ シ事 ハ或 ハ

ソ ノ原 因 ノー一 ト シテ考 ヘ ラル ル塵 ナル モ、 感 染

以 前 二於 テ斯 カ ル現 象 ナ キ貼 ヨ リ兄 レバ、 之 ノ

ミテ以 テ設 明 スル能 ハ ズ、矢 張 リB.C.G.二 依 ル
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第 8 表

}免繧 騨
臭 素 菌1彪 冤 疫 群1362.5

同1-2彪 免 疫 群

同1-2--4琵 免 疫 群

加熱死菌1彪 免疫群

ig(瓦)1感琴難 到

70.0432.5

390.0

387.5

314.0

65.0

51.4

38萄 「}

455.0

438.9

352.0

培(瓦)

29・0

37.5

49.7

56.0

1剖 瞼時 禮重1(瓦)

1452.5

}492・5

488.6

408.0

'

同1-2殖 免 疫 群

同1-2-4瑳 免疫群

B・CG.1薩 免 疫 群

324.0

298.3

276.6

非 免 疫 群1315.6

66.0

55.0

390,0

353.3

65.1 ヨ　ユ　　

70.0}385蕉 「

36.0

65.0

免 疫 力獲 現 ノー謹 査 ト見倣 ス テ妥 常 トス可 シ。

th-一般 二臭 素作 用菌 免 疫 群 ノ罷i重檜 加 度 ハ加熱

死 菌 ノ夫 二梢 ≧劣 レ ウ。

然 レ ドモ、 免疫 開 始 ヨ リ剖検 二至 ル全 経 過 二亙

リテ ハ ソ ノ間 二認 ム可 キ差 テ有 セズ
、掲 リB.C.

G・免 疫 群 ノ ミ顯 著 ナ ル檜 加 ラ示 セ リ.非 冤 疫 群

ノ・他 ノ何 レ ノ群 ヨ リモ増 加 度 紗 シ
。

第 三 項 生 菌 接 種 局 所 ノ早 期 反鷹

(第9表)

非 免 疫 群 テ封 照 トシテ早 期反 鷹 テ群 別 二比 較 セ

バ 第9表 二示 スガ如 シ
。 即 チ臭 素 作 用菌 免疫 群

第9表 早

103・3!

14.4

426.0

418.3

445.0

4000

實験始終 ノ差

1
}

90.0

102.5
}_一 一 一 一 『

10L1
-,『,一 一

94.0
一 一

102.0

120.0

168.4

84.4

ニ ア リテ ハ3延 免 疫 群 二著 明 ナ ル以 外 概 シテ封

照 ト撰 ブ慮 ナ 久 而 シテ此 ノ際 注 意 ス可 キ ・・臭

素作 用 菌3雇 免疫 群 ガ僅 二4頭 ヨ リ成 レル コ ト

ニ シテ、 若 シ術 多 数 二 生存 獣 ア リ タル場 合 ニ ハ

該 菌7薩 免 疫 群 二顯 著 ナ ル早期 反 癒 テ認 ノ得 ザ

リシニ鑑 ミ或 ハ ソ ノ成 績 更 二劣 ル 可 キ ヤ モ圖 ラ

レ ズ、加 之 臭 素作 用菌 免 疫 群 全艦 チ総 計 シテ得

タル結 果 ガ第9、 第13表 二示 ス如 ク、 顯 著 ナ ル

早 期 反 雁 テ呈 セザ ル ト相 挨 ツ テ、 一 般 二本 群 ノ

早 期 反 慮 陰 性 ナ ル ラ結 論 シテ誤 ナ キ モ ノ ト信 ゼ

ラ ル 。

期 反 磨
1

免 疫 元 臭素菌
1竈

畠一　一__ 欝 響 騨 轡劉囎 力囎耀 鶉
痢%蔽 宥口「 有

髭諭 非免疫列
＼ 、病 攣

、＼

＼

局 所 ＼＼
有 嘱 霜 劣有

一一「- 『}一 一 一 『
一 一 一一 一 一 一

% 有

「

%'有{

L-.
'

「

「
ク

百分1種 9

[

9014 [1005'5618

1-
lI『

7『2221

-l

o

一二 丁 一
178i

}

9139
1

51831 4{578
6}… …15

τ1珂π
『 一

79

房

6

了
一

4

100
-

617
}

67

6 67

千分1竈 4

▼『

1

40

-『一一

10

1_

3

一 1

訓マ
一

3 29

下

一

2

τ

一

22

萬 分1i睡

一_

1

一一

洲 万沸 「0

一

o! ↓「司τ 互
一

〇

反 之 加 熱 死 菌免 疫 列 ・二於 テ ハ、1彪 免 疫 群 二梢

く陽 性 ・ 殊 二7涯 免 疫 群 二於 テ ハ顯 著 二早 期 反

慮 陽 性 ナ リ。 而 シテ3醒 免 疫 群 ハ却 テ陰 性il'示

セ ドモ、 大 膿 二於 テ本 列 ノ早 期 反 鷹 ハ陽 性 ナ ル

モ ノ ト考 ヘ ラル
。

次 二B・C・G・ 免疫 群 ガ呈7.ル 早期 反 鷹 ハ著 明 二

陽 性 ナ リ。

税 所 氏 ハDryer氏 「ワ ク チ ン」「オ レオ ワ クチ ン」

「濃 臨酸 脱 脂 菌 」ソ ノ他 結 核 菌
二加熱 以外 ノ種 々

ナ ル操 作 テ施 セル 「ワク チ ン」テ以 テ シテ ハ 生菌

二封 ス ル早 期 反 憲 不 鮮 明 ナ レ ドモ
、 反 之 加 熱 死

菌 二依 リテ ハ ソ ノ多 量 テー 時 二、 就 中腹 腔 内注

射 テ行 フ時 更 ニ ソ ノ陽 性 率 大 ナ ・レテ實 澄 セ リ。

余 ノ實 験 ハ凡 テ皮 下 免 疫 二 依 リタ ・・モ ノナ レ ド

モ、 ソ ノ結 果ノ・不省1之 ニニ相 似 タルtt!一認 メ得
。

第 四 項 生菌 接 種 局所 ノ不 感 仕

(第10表 ノ

臭 素 作 用菌 前 庭 置 列 ト封 照非 免 疫 列 トテ比 較 入
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第10表 不 感 性
11

』 臭素菌1臭 素菌免 疫 兀i
1睡 3猶

臭素菌
7種

臭素菌
免疫列
(計)

加熱死菌
1地

加熱死菌
3彪

加熱死菌
7彪

加熱死 菌

免 疫 列
(計)

B.C.G.

免 疫 列
非免疫列

課!無 % 無 タ61 無 %1無
5

一

1

%i無 下 肇'∂,、 % 無 % 無 % 無 %

千萬分1睡 3

-一　

0

1

43

,-

0

3

蔓

万

758

-　 一 一 一

50

1

1001474

　一}一 一

88947

一 一 一一一一一

25

三
2

壁
40

20

3

-』

1

-

1

60

_-

20i

15

;100

ト
12

_-

4

玉

80
-

27
-

20

6

一
100

-

83
-

50

7

-

2

一

78
-po-

22
__-

0

-

百萬分1種 71
1

1
}
}-1

一 一

20

-

20

5

-

3十 萬分1竜
■

一

14

一 響

202 5126 1 201 0

ル ニ 千萬 分 一 竃 局 所 ニ テ ハ大 差 ナ ク、 百 萬 分 一 一一一lal局所 ノ夫 ガ7誕 発疫 群 二著 明 ナ ル 以 外 、 一

延 局 所 ニ テノ・前 者47%二 封 シ テ後 者22%+示 般 二 ・・認 ム可 キ著 差 テ呈 セ ズ。

シ、 十萬 分 一 醒 局所 ニ テ ノ・前 者26%二 封 シテ、 臭 素作 用 菌 免疫 列 ト加熱 死 菌 免 疫 列 トテ比 較 ス

後 者 ハ0%印 チ不 感 性 テ有 人ル モ ノ無 シ。 以 上 ル ー;一ソ ノ中個 々 ノ群 二於 テ ハ多 少 ノ攣 動 ア レ ド

ノ結 果 ヨ リ シテ百 萬 分 一 及 十萬 分 一 薩 局 所 二於 モ、 之 テ総括 的 二覧iル時 ハ雨 者 二著 差 ナ シ。 而

テハ 臭 素作 用 菌 免 疫 列 ノ方 ガ著 明 二不 感 性 傘 大 シテB.C.G.生 菌 免 疫 群 ノ示 ス 不 感 性傘 ハ 封 照 、

ナ ル ヲ見 ル。 而 シテ臭 素 作 用 菌 免 疫 列 中 各群 ニ ニ比 シ各感 染 局 所 共 二顯 著 ナ ル モ ノ ア リテ、 更

於 テハ 冤疫 量 二比 例 シ テ、 ソ ノ大 ナル モ ノ程 不 二他 ノニ 免 疫 列 二封 シテモ遙 二優 レ リ。

感 性 卒 モ大 ナ リ。 次 二大 量 感 染 部 ガ感 染 経 過 二從 ツ テ呈 スル病 髪

次 二加 熱 死 菌 免 疫 列 ト封 照 非 免 疫 列 トヲ比 較 ス ノ相 違 二關 シテ観 察 テ下 ス時 ハ、 臭 素作 用 菌 、

ル ニ、 百 萬 分 一 及 千 萬 分 一一醒 局 所 二於 ケ ル不 感 加 熱 死 菌 冤 疫 例 、 何 レモ概 シテ非 発疫 列 二比 シ

性 率 ノ・爾 者 二差 ナ ク唯 十萬 分 一 醒 局 所 二於 テ前 テ常 二輕 微 ナ ル所 見 テ呈 セル モ ノー シテ、 而 シ

者20%二 封 シ後 者0%ヲ 示 シテ、前 者 二租 ≧不 テB.C.G.免 疫 列 二於 テハ此 ノ關 係 盆 ヒ顯 著 ナ

感 性 傘 大 ナ ル ラ見 ル。 而 シテ加 熱 死 菌免 疫 各群 ル モ ノア リ.

ノ問 二存 スル不 感 性 傘 ノ相 違 二就 テノ・、 千 萬 分 第 五項 近 接 淋 巴 腺所 見

第11表 近 接 淋 巴 腺

免 疫

群
近 接
淋 巴腺 、

臭素副
1睡

臭素菌
3睡

臭素菌
7睡

臭素菌
免疫列
(計)

加熱死菌
1彪

1加熱死菌

3珪豊 7i睡

一

加熱死菌1袈糊

(計)

B.C.G.

免 疫 列
非免疫列

感

染
15

日
目
一

感
染
30

日
目
一

感

染

58

日

目

右
側
一

左
側
}

右
側
一

左
側
一

右

側
一

左

側

淺鼠瞑 2.2 z.0 1.6 1.9 1.8 1.8 2.2 1.9 1.8 1.9

腋 窩 2.5 2.5 1.8 2.3

　一

2.0 2.0 2.0 2.0

一一

2.1

一

2.0

1.2

一一}

2.5 2.7 2.1 1.6 2.4 2.5 2.2 2.0
,

1.9淺鼠瞑
一一一一

腋 窩
一

〇.2
9

0.3 0.3 0.3 0.2 0.6 0.7 0.5 1.0 1.4
『 一,-

2.6

一一

淺鼠瞑 3.9 2.8 2.7 3.1 2.4 3.6 2.8 2.9 1.7

腋 窩 3.3 3.8 1.8

一

3.0
,-

2.0 3.0 2.5 2.5
『

1.7 2.8

2.6 2.8 3.3 2.9 2.8 2.4 3.7 3.0 1.17 2.9慢鼠瞑
一 一一

腋 窩 2.1 0 0.2 0.8 0.6

}-

1.2

一

1.5 1.0 0 2.2

淺鼠瞑 4.7 3.5

一 山}

4.1 4.1 4.0 4.8 4.2 4.3 3.0 4.4

深鼠瞑 1.7 1.5 1.3 1.5 1.2 2.0 1.0 1.4 1.0 1.6

腋窩背側 3.9 3.3 3.5
1

3.2 4.2 4.8 3.4 4.1 2.8 3.6

漫鼠瞑 3.0 4・513・8 3.8 3.2 3.0 4.4 3.5 3.0 3.6

深鼠瞑 0.9 2.3 1.5 1.6 1.0 1.0 1.6 1.2 0.8 1.3一

腋窩背側 2.7 2.0 2.0 2.2 2.2 2.8

一

2.0 2.3 2.1 2.7
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近接 淋 巴 腺 ガ感 染 経 過 中拉 二剖 検 時 二呈 スル腫

脹乃 至病 攣 ラ比 較 セバ、 第11表 二示 ス ガ如 シ。

即 感 染15日 目 二於 テ ハ、各實 験 例 二大 差 ナ ク唯

左側 腋 窩 淋 巴 腺 ガB.C.G.免 疫 列 及 非免 疫 列 二梢

賜 星キ腫 脹 ヲ呈 セ ル ノ ミ。然 ル ニ感 染30日 目二

於 テハー 般 二輕 度 ノ差 違 ラ生 ジ來 リ、 就 中右 側

大 量感 染 側 近 接 淋 巴 腺 ノ病攣 ハ臭 素作 用菌 免 疫

列 二於 テ非 免 疫 列 二比 シ稽 く高 度 トナ リ、又B・

C.G.免 疫 列 ハ最 モ輕 度 ナ ル攣 化 テ呈 セ リ。左 側

微 量感 染 側 二於 テ ノ・淺 鼠践 淋 巴腺 一ノ・何 レモ大

差 ナ ク、 腋 窩 淋 巴腺 一 テ ハ却 テ非免 疫 列 ノ攣 化

最 モ大 ナ リ。 而 シテ此 ノ際B.C.G.免 疫 列 ノ・雨

淋 巴腺 共 二攣 化 最 モ紗 シ。 筒 臭 素作 用 菌 、 加 熱

死 菌 雨発 疫 列 ノ間 一 ハ雨側 全 淋 巴腺 ラ通 ジテ著

シ キ差 テ認 メザ ル庭 トス。

次 デ剖 検 時 二至 レバ右 側 二於 ケ ル痛 攣 ハ臭 素 作

用菌 免 疫 列 テ凌 駕 シテ却 テ非免 疫 列 二高 度 トナ

リ、 又 加熱 死 菌 免 疫 列 ノ腋 窩 背側 淋 巴腺 ガ此 ノ

時期 二至 ツ テ最 モ強 度 ナ ル病攣 ラ呈 セ ル コ トノ・

注 目 二債 ス。 左 側 二於 テハ各列 間 二概 シ テ著 差

ヲ認 メ ズ。

要 之 感 染 経 過 中近 接 淋 巴腺 ノ呈/・ ル 病 攣 ・・B.

C.G.免 疫 列 テ除 キ爾 他 ノ列 二特 二著 シキ 差 違

無 ク、 叉 剖 検 時 二於 テ モ、 就 中 左 側 淋 巴 腺 ・・各

列 共 二(B.C.G.免 疫 列 ラ除 ク)極 メ テ病 攣 近 似 セ

リ.右 側 二於 テ モ、 多 少 ノ輕 重 ア レ ドモ、概 シ

テ著 差 ナ ク、 特 ニー 莞疫 列 ニ ノ ミ病 攣 強 シ トノ、

第12

云 ヒ得 ザ ル ナ リ。

唯B.C.G.免 疫 列 ノ £ガ感 染 経 過 中拉 二剖 検 時

二亙 リテ、 ソ ノ全 近 接 淋 巴 腺 ノ病 攣 顯 著 二輕 微

ナ リ シコ トハ注 目 二償 ス可 キ所 見 ト云 ハ ザ ル可

ラズ。

第 六項 剖 検 所 見(第12表)

各群 別 二比 較 セ ンガ爲之 テ 纏 メテ 第12表 トセ

リ。 本 表 二於 テハ病 攣 テ撒 字 ヲ以 テ絡 括 セ シモ

ノニ シテ、 病 攣(十)毎 二1鮎(±)毎 二 〇・5鮎 ヲ

加 へ、 ソ ノ病 攣 貼 数 テ各 列 、各 群 ノ實 験 頭 撒 テ

以 テ割 リ出 シタル モ ノナ リ.

(1)遠 隔淋 巴 腺 ノ病 憂 。

第12表 中遠 隔 淋 巴 腺 ノ ミヲ比 較 セバ、臭 素 作 用

菌免 疫 列 ト加 熱 死 菌免 疫 列 トノ間 ニ ハ殆 ン ド差

ナ 久 卒 均 貼数 ハ前 者20.6二 封 シ後 者20・5ナ

リ。 而 シテ各免 疫 列 中 各免 疫 群 ラ比 較 セバ1瑳

免疫 群 ノ、雨 者共 二21.0-一 シテ均 シ久3竜 免 疫

群 ニ テ ハ臭 素作 用 菌群19.7二 封 シ 加 熱 死 菌 群

ノ・22.8テ 示 シ、47彪 免疫 群 ニテ ノ・反 封 二前 者

21.1二 封 シ後 者17.7テ 示 シテ 加 熱 死 菌 群 二病

攣 妙 シ。 尚 此 ノ加 熱 死 菌7延 見 疫 群 ハ全 群 中最

モ病i愛輕 度 二屡 セ リ.

以 上 ノ臭 素 作 用 菌 、 加熱 死 菌 雨 免 疫 列 ノ病 攣 ハ

非 免 疫 列 二比 シ租 ≧輕 度 ナ レ ドモ、 但 シ ソ ノ差

ハ決 シテ顯 著 ナ ル モ ノニ非 ズ。 而 シテ前 者 雨 免

疫 列 テB.C.G.免 疫 列 二比 ス レバ著 明 二差 ア リ。

即 チ非 免 疫 列 ノZF均 黙 敷 ハ22.2一 シテB.C.G.

表

＼ 群、

剖 検
別i雛 雛 聯 甥加警欝1響 擁 B稽 無虚 置1

所見＼＼1免 疫襯 鼎 概 囎 簸 鞭 ヲ鮮 免嬬 簸 群 非簸 群
免 疫 時 頭 数

感 染 前 死亡 撒

感 染 後 死亡 籔

感 染 前 「ソ」反 鷹

内
肺 臓

肝 臓

脾

臓

藤

臓

内

病 攣

大 サ

重 量

総 卒 均

10 7 -1-1 7

03

3 0

2.93.1

3.43.9

4.1P,、5

1.8姜1.55

1.361.23

17.317.7

1

1 1

3.1 2.4

3.3 2.6

4.」 3.1

1.821.50

1.400.96

17.313.6

7679

0010

'2」 〇…0

2,51,8 1.4

3.83.20.6

3.83.0 1.7

1.731.491.35

1.520.820.55

16.814.38.3

3.3

4.9

4.3

1.94

2.05

20.2
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}近 深 鼠 瞑
淺 鼠 聡3.9

'腋窩 背側

淋 接 固有腋 窩

i顎 下

上 深 頸
ミ 　巴
1遠 薦 骨

下 腰 部
1上 腰 部

腺i
隔階 響

1.3

3.3

1.7

2.1

1.9

1.2

2.4

1.8

2.4

2.9

i轟講
___.__一___1

3.6

2.7

淋 巴 腺 総ZF均153.3

70.6内臓 淋巴腺総雫均

割黒1∴讐
鷺 偶 τ コ9而 一

百 萬,,1所1.1

臼 『藁「',,lo.1

感染局所総李均

総
括

総、 計

総 李 均

8.4

3

}

。
0

5

「9

Z
り

一ワ
●

4.0

1.9

2.6

1.6

1.9

互万 　

1.1

2.6

1.3

1.3

2.8

3.8

2.9

51.3

69.0

2.5

工 石一

1.0

0.8

0.5

0

5.8

299.5

74.8

3.9

1.5

2.8

1.6

1.7

2.3

焉 一

2.6

2.0
層τiダ

2.8

3.6

2.9

1
●

一

。

4

53

一70

2.6

1.6

1.4

0.6

0.1

0

6,4

614.5

76.8

3.6

1.1

3.2

1.8
門『

i:g
一一互 石

3.9

1.5

3.8

1.7-
2.0

2.3

1.2

2.ol

1.0

1.6

2.2「 至=「

2.9

1.7

3.2

4.2

2.3

8
■15

45一ρ
0

3.6

1.8

1.6

0.6

'
2

σ

AU

.

7.8

366

73.2'-M

3.4

3.6

3.5

57.0

73.8

3.2

1.8

1.6

1.6

讐

o
9.6

417.0

83,4

4.3

1.4

2.7

1.4

20

1.9

1.0

2.2

1.0

2.0

2.6

3.2

3.0

0.9

免 疫 列 ノ夫 ハ17.9テ 示 セ リ。

(2)全 淋 巴 腺 所 見 。

蓮 隔 淋 巴腺 所 見 ト極 メ テ類 似 シ、唯B.C.G.免 疫

列 ト他 免 疫 列 ト ノ差 愈 々著 明 トナ リ タル他 ハ認

ム可 キ所 見 ナ シ。 而 シテ臭 素作 用 菌 免疫 列 ト加

熱 死 菌 免 疫 列 卜・・、 ん 々ZF均52.6及51.9テ 示

シテ大 差 ナ ク強 ヒテ云 ハ バ僅 二前 者 劣 ル ニ過 ギ

スo

(3)内 臓 所 見。

臭 素作 用 菌 発 疫 群 ハ加 熱 死 菌 ノ 夫 々相 封 慮 ヘル

免 疫 群 二比 シ蒸 ク病 攣 大 ナ リ。 然 レ ドモ非冤 疫

群 二比 ス レバ何 レモ攣 化 少 シ。B.C.G.免 疫 群 ハ

最 モ病 攣 少 ク而 モ ソ ノ差 極 メ テ顯 著 ナ リ。

(4)内 臓 淋 巴腺 総 括 所 見。

本所 見 二於 テ ハ前記 内臓 所 見 二認 メ タ ノしト同檬

ノ關 係 ア リテ、 各免 疫 群 間 ノ病 愛 擾 劣 ハ全 ク等

シ キ排 列 テ示 セ リ。 然 レ ドモ臭 素 作 用 菌 免 疫 列

ト加 熱 死 菌 免 疫 列 トノ差 違 ハ縮 少 セ ラ レ、 ソ ノ

2.5

1.7

1.8

2.4

1.2

--1・8

,t・2

1.7

1.8

一蒙 「1

2.3

47.039.2

61.347.5

2.89,1.8

1.81.0

2.00.3

1.01.0

0.6

0

8。2

347.5

69.5

0.2

0

4.3

311

51.8

4.0
一一

1.4
一

3.1
一 一　

2.1

1.8
-__一 一一,-

2.1
一一 一

1.2

2.4
一 一 一

1.8
-一 一 　一 一

2.8
一 一一

2.9
一

3.8
一

3.4
一一

55.8

76.3
一一

3.6
醒 『

1.9
一

2.7

2.1

1.1
__一

0.2
一

11.6

792

88.0

比70:66.8ト ナ リテ僅 二後 者・二病 攣 」輕微 ナ レ ド

モ、斯 カ ル差 違 ハ寧 ロ實 験 誤 差 ノ範 園 二属 ス可

ク、 部 チ雨 者 二大 差 ナ キ モ ノ トシ テ可 ナ リ ト信

ぜ ラル。

而 シテ非 免 疫 列 ノ病 愛 へ 雨 者 ヨ リ梢 ㌃高 度 ニ

シ テ、B.C.G.発 疫 列 ノ夫 ハ 雨者 ヨ リ遙 二 輕 度

ナ リ。

(摘要)

以 ヒ詳 記 セ シ虎 テ摘 要 セバ第13表,第14表 二

示 ス が如 シ。

「ツ・ぐル ク リ ン」過 敏性 ト生菌 感 染 皮 膚 局 所 ト ノ

關 係 テ見 ル ーへ 各免疫 群 細 別 二於 テ ハ、 早 期 反

慮 ト・・相ZF行 ピザ ル コ ト多 ケ レ ドモ、 不 感 陞 二

於 テ ・・多 ク ノ揚 合 一・致 セ リ。 但 シ場 合 二依 リ、

殊 二臭 素作 用 菌 免 疫 群 間 ニハ 然 ラザ ル モ ノモ認

メ ラル。 内臓 、 淋 巴腺 ノ病 攣 二於 テ モ判 然 タ ル

關 係 テ認 メ ズ、然 レ ドモ、此 ノ際 死 菌免 疫 、 生 菌

免 疫 ノ立 場 ヨ リ之 テ大 別 シテ考 察 セベ ヒ記 各
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第 13 表

免 疫 元

摘 要 鞭罐 臭素菌
7睡 免疫列1菌堪

臭素菌加熱死繋灘 購 髭闘非免
疫列

「ツ」 反 磨
± 一 十

}一

_一

±1+ 十 十 十 十十
一

早 期 反 慮 十～=

『 一}

十
一}一 一

十

什 ± 十 一 柵 柵 一
一 一

一不 感 性 率 十 什
,一 一}一

十
一 一

十
一 一 一 一

十十

十 十 ± +1
__-1-,

十
一 一 『 一

十

十

早一一一

世_

±近 接 淋 巴 腺 朴
_==___

十 十 壮 十 十

遠 隔 淋 巴 腺 十 十 十 軒 ± 十 ± 什

内 臓 所 見 什 什 朴 十 什 ⊥ 十 ± 柵

淋巴腺内臓総括 什 什 特 什 →十 「「 昔 什 ± 冊

第14表

諜
一 」■■9

臭素作
用菌免
疫列

器簸IBCG
列i免 疫列 疫列

非免

1ツ 」 反 慮 ± 十 朴 一

早 期反 慮 ± 十 柵 一

不 感 性 十 十 世 =}

淋 巴 腺 十 十 ± 卦

内 臓 什 什 十 柵

種 病 攣 ト「ツベ ル ク リ ン」過 敏 性 トノ間 ニノ・明 カ

ニー定 ノ關 係 テ見 出 シ得 ラル
。

從 ツテ土 記 死 菌 免疫 各 群 中 「ツ」反 磨 及 免 疫 現 象

ノ相 關 性 ラ認 メ得 ザ リ シ理 由 ノ中 ニハ、 死 菌 接

種 二依 リテ惹起 セ ラル ル 「ツベ ル ク リ ン・ア レル

ギー 」ガ余 ノ用 ヒタル量 テ 以 テ シテハ不 定 且 微

弱 ナ リ シニ基 ク庭 甚 ダ 多 カ ル可 シ ト惟 ハ ル。

次 二臭 素作 用菌 及 加 熱 死 菌 相 互 ノ優 劣 二關 シテ

ハ第 二節 二詳 述 セ シ庭 拉 二本 章 二絡 括 セ シ塵 二

從 ツ テ、 少 ク トモ前 者 ガ後 者 ヨ リ、 ヨ リ強 キ免

疫 力 テ有 スル モ ノ トハ思 考 シ得 ズ、 寧 ロ梢 ≧劣

ル ト見 ル ラ以 テ妥 當 トス可 シ。 然 レ ドモ、 甑 二

第 二報 二述 べ シ如 ク臭 素作 用菌 ノ接 種 局 所 二於

ケル反 慮 乃 至 被 吸 牧 性 ガ加 熱 死 菌 二比 シテ更 二

良 好 ナ ル コ トハ之 二封 慮 ス可 キ長 所 ナ リ.而 シ

テー般 二結 核 死 菌 「ワク チ ン」二於 テハ 局所 反 慮

強 キ程 ソ ノ免 疫 数 果 又高 シ ト云 ハ ル レ ドモ、 余

ノ實 験 二於 テモ、 之 二相 一 致 セ ル所 見 テ得 タル

ナ リ。

斯 ノ如 ク臭 素作 用菌 免 疫 動 物 ハ加 熱 死 菌 ノ夫 二

比 シ、 ソ ノ免 疫 褒 生微 弱 ナ レ ドモ、 之 テ非免 疫

動 物 二比 ス レバ感 染 局 所 、 淋 巴腺 、 内臓 等 ノ結

核 病 憂 二於 テ、前 者 ニ ヨ リ大 ナ ル不 感 性 ア リテ、

ソ ノ免 疫 力確 二優 レ リ.然 レ ドモ決 シテ強 力 ナ

ル モ ノニ非 ズ。此 ノ鮎 二於 テ ハB.C.G.二 遙 カ ニ

及 バ ザ ル ナ リ.而 シテ余 ハ臭 素 作 用 菌 二依 リテ

惹起 セ ラル ル 「ッベ ル ク リ ン」過 敏 性 ガ余 ノ實 験

二於 ケ ル最大 量7延 ラ以 テ漸 ク弱 度 二褒 現 セ ラ

レタル ニ鑑 ミ更 二大 量 ノ本 菌 テ以 テ免 疫 敷 果 ラ

検 索 スル ノ必 要 テ感 ゼ リ。 之 二關 シテハ後 二再

ビ報 告 スル威 アル可 シ。

第五章 結 論

1.臭 素作 用 菌 二依 リテ 「ッベ ル ク リ ン・ア レル

ギー 」ハ出 現 ス レ ドモ ソ ノ程 度 ハ弱 久 且毎 常 ナ

ラズ。而 シ テ加 熱 死 菌 ノ方 ガ寧 ロ之 ヨ リ優 レ リ。

2.臭 素 作 用 菌 ハ 本實 験 二用 ヒタル量 ヲ以 テ シ

テハ試 獣 二及 ボ ス影 響 殆 ン ドナ ク、 禮 重 檜 加 度

モ亦 、 封 照 二比 シ テ何 等 遜 色 ナ シ。

3.臭 素作 用菌 二依 リ生 結 核 菌 感 染 二封 スルー

程 度 ノ発 疫 ラ獲 得 シ得、 然 レ ドモ決 シ テ強 力 ナ

ル モ ノニ非 ズ。

4・ 臭 素 作 用 菌 二依 リテ起 ル局 所 反 癒 ハ加 熱 死

菌 二比 シ微 弱 ナ レ ドモ、 ソ ノ発 疫 賦 與 力 ハ全 ク

相 反 セ リ。 而 シテ雨 死 菌 二依 ル免 疫 ハB.C.G.

生 菌 ノ夫 二比 シ甚 ダ弱 シ。

欄 筆 二臨 ミ、終 始 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 、 御 高 配 テ

辱 ウセ ル恩 師 戸 田教授 二封 シ衷 心 ヨ リ感 謝 ノ意

ラ表 ヒ・ 且御 多 忙 中御 校 閲 ノ勢 テ賜 リ タ,し恩 師
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附圖説明

各 免 疫 試 獣 剖 楡 時 脾 臓 所 見 ヲ示 ス。

1.臭 素 作 用 菌1彪 免 疫 群 。

上 ヨ リ18、24、1、17、12、19、22號 海 狸 脾 臓 ノ順序 。

2.臭 素 作 用 菌1-2彪 免 疫 群 。

上 ヨ リ15、10、30、4號 海6冥 ノ順 序 。

3.臭 素 作 用 菌1-2-4睡 免 疫 群 。

上 ヨ リ7、14、11、31、34、35、13、3號 海狸 ノ順 序。

4.加 熱 死 菌1殖 免 疫 群 。

上 ヨ リ54、51、53、56、55號 ノ順 序 。

5.加 熱 死 菌1-2晒 免 疫 群 。

上 ヨ リ61、58、54、62號 ノ順 序 。

6.加 熱 死 菌1-2-4彪 免 疫 群 。

上 ヨ リ63、65、68、64、69、67號 ノ 順 序 。

7.B.C.G.1選 免 疫 群 。

上 ヨ リ46、49、43、44、41、47號 ノ順 序 。

8.i封 照(非 免 疫 群)。

上 ヨ1,73、80、77、81、78、76、79、74、75號 ノ 順 序.
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